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～安全安心まちづくり粕屋地区～

地 域 安 全 速 報

粕屋警察署・粕屋地区防犯協会　☎939－0110（内線261・262）

◎福岡県警察では、年間約1万件を減少させ

ることを目標に、今年も引き続き、街頭犯

罪等抑止総合対策に取り組みます。
●自動車盗…確実にキーを抜き、ドアロックする。

　　　　　　（キーを付けたままの盗難が多い）

　　　　　　スペアキーをバンパーの裏などに隠さない。

●オートバイ盗、自転車盗…二重ロックをする。

　　　　　　　　　　　　　防犯登録をする。

●車内荒し…車内に現金やバッグなどを置かない。

　　　　　　必ず、ドアロックする。

●侵入盗…空巣、忍び込みは、出入口のドアや窓に必ず

　　　　　複数の鍵を取り付ける。引き違い窓には補助

　　　　　錠を取り付ける。ピッキングの手口の空巣狙

　　　　　いが増加しています。この機会に鍵の見直し

　　　　　をしましょう。

●自動販売機荒し…扉の面前に、鎖錠を付けるなど盗難

　　　　　　　　　防止の対策をする。

●ひったくり…夜間の1人歩きは避け、明るい道を通る。

　　　　　　　現金など貴重品は、身につけ、バッグな

　　　　　　　どは車道の反対側に持つ。

◎街頭犯罪等抑止取り組みの趣旨は、犯罪の

発生が、年々増加の傾向にあり、これに歯

止めを掛けるために推進するものです。

◎粕屋警察署においても、主に犯罪の多い

　　・自動車盗　・オートバイ盗

　　・自転車盗　・車内荒し

　　・部品盗　・侵入盗（住宅対象）

　　・自動販売機荒し　・ひったくり

　の8罪種を抑止する活動を行います。

街頭犯罪等抑止総合対策の推進

（被害防止のポイント）

★被害にあったら、

　　　　　　　　　する。すぐ110番
★被害防止は、あなた自身の心掛けです。

住民の皆様も被害にあわないために、
次のことに注意しましょう。

肩
こ
り
を
予
防
し
よ
う

　
「
肩
こ
り
」
と
い
え
ば
、
以
前
は
中

高
年
特
有
の
症
状
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
若
い
人
の
な
か
に
も

「
肩
こ
り
」
で
悩
ん
で
い
る
人
も
多
い

よ
う
で
す
。

　
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
「
肩
こ
り
」

は
病
名
で
は
な

く
、
う
な
じ
か

ら
肩
お
よ
び
背

中
に
か
け
て
の

筋
肉
の
緊
張
感

を
主
体
と
す
る

不
快
感
、
違
和

感
、
鈍
痛
な
ど

の
症
状
を
さ
し

ま
す
。

　
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、

急
性
の
肩
こ
り
の
場
合
、
長
時
間
の
疲

労
や
極
度
の
緊
張
と
ス
ト
レ
ス
、
寒
さ
、

運
動
不
足
、
目
の
疲
れ
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
慢
性
の
肩
こ
り
の
場
合
、
疲

労
の
蓄
積
に
よ
る
も
の
、
体
型
や
老
化
、

内
臓
の
疾
患
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
「
肩
こ
り
」
を
予
防
し
て
い
く
た
め

に
は
、
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
と
り
、
十
分
に
睡
眠
を
と
っ
て

体
を
休
め
ま
し
ょ
う
。
一
日
の
疲
れ
を

癒
す
た
め
に
も
、
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
し

ま
し
ょ
う
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
う
え

に
、
か
ら
だ
を
温
め
る
こ
と
は
、
冷
え

が
大
敵
の
肩
こ
り
の
予
防
に
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
、

体
を
鍛
え
る
の
も
よ
い
こ
と
で
す
。
特

に
一
日
中
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る

方
は
、
体
は
疲
れ
て
な
く
て
も
、
疲
労

感
は
か
な
り
残
る
も
の
で
す
。
体
を
動

か
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
ん
な
疲
労

感
も
解
消
で
き
ま

す
し
、
普
段
使
っ

て
い
な
い
筋
肉
を

使
う
よ
い
機
会
に

も
な
り
ま
す
。
痛

み
に
対
し
て
は
、

炎
症
の
有
る
痛
み

に
は
冷
や
し
、
慢

性
的
な
痛
み
に
は
温
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
「
肩
こ
り
」
は
、
筋
肉
の
緊
張
状
態

か
ら
、
筋
肉
が
縮
む
↓
筋
肉
が
硬
く
な

る
↓
血
液
循
環
が
悪
く
な
る
↓
老
廃
物

が
た
ま
る
↓
痛
む
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
悪
循
環
に
陥
ら
な
い

為
に
も
、
日
頃
か
ら
予
防
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
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粕屋町総合体育館（かすやドーム）教室案内

プ
ー
ル
ア
リ
ー
ナ
の
利
用

　
腰
や
膝
な
ど
の
痛
み
が
あ
る
方
も
イ

ス
な
ど
を
使
っ
て
、
自
分
で
か
ら
だ
の

改
善
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

●
日
時
　
二
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分
〜
午
後

　
　
　
　
0
時
三
十
分

●
定
員
　
三
十
名

●
料
金
　
一
般
三
百
円(

新
規
五
百
円)

イ
ス
で
健
康
＆

　
か
ら
だ
改
善
イ
ベ
ン
ト

※1　トレーニング講習会受講者が対象となっています。
※2　講習会に必要なもの：室内専用スポーツシューズ、動きやすい服装（ジャージなど）。ジーンズ不可。
　　時間を過ぎると受講できませんので、時間厳守でお願いします。
※3　開講時間：火曜日・木曜日は20分。日曜日は30分。
※　プールアリーナでの教室開講時（アクアビクス、子供水泳教室、水中ウォーキング、落とそう脂肪など）、
　　専用利用時は歩行専用コースなどの利用ができない場合がありますので、ご了承ください。
※　カルチャー教室はすべて受講料前納制の申し込みとなっています。

体育館　 9：00～21：00
プール　10：00～21：00（遊泳時間20：45まで）
毎週月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌平日）

営業時間・休館日の
お知らせ

カルチャーエアロ
からだ改善

水曜日
木曜日
水曜日
木曜日
初心者クラス
初級クラス
子供クラス
はじめての水泳クラス
ホップクラス
ステップクラス
ジャンプクラス
くらげクラス
めだかクラス
いるかクラス
スーパーいるかクラス
火曜日
水曜日

4回
4回

12回
12回

8回
8回
8回

10回
10回
10回
10回
10回
10回
10回
10回

4回
4回

60分
60分
90分
60分
90分
90分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
75分
40分
40分

3,000円
3,000円
9,000円
9,000円

10,000円
10,000円

8,000円
10,000円
10,000円
10,000円
10,000円

7,000円
7,000円
7,000円
8,000円
3,000円
3,000円

30名
15名
25名
25名
各10名
各10名

10名
各20名
各16名
各16名
各16名
各20名
各20名
各20名

20名
30名
30名

大人水泳教室

アクアビクス

テニス教室

落とそう脂肪

子供水泳教室

ウエイト美人
ウォーキングエアロ
ウォーキングエアロ入門
イスで健康
弱点発見
ザ・腹筋
ワン・ツー　スリム!!
みんなで走ろう会
100円スポーツ教室
かすやブルーガッツ
水中ウォーキング
まったくはじめての水泳

トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
トレーニング室利用料
アリーナ利用料
年会費　3,000円
プール利用料
プール利用料

10名
40名
40名
25名
25名

25名
20名
40名

各15名
10名

※1なおかつ女性
※1
※1
※1
※1

※1　※3
※1
※1

大縄飛び・タグラグビー

40分
40分
40分
40分
40分
20分
40分
60分
60分
90分
30分
30分

トレーニング室利用料
＋受講料200円

トレーニング講習会 各15名

高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
小学生

小学3年生以上
高校生以上
高校生以上

高校生以上 60分

　　　　※2
火・水　11：00/15：00/18：30
木　　11：00/15：00/19：30
金　　11：00/15：00
土・日　11：00/14：00/17：00

高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
小学生
高校生以上
高校生以上
高校生以上
高校生以上
5歳～低学年
小学生
小学生
小中学生
高校生以上
高校生以上

　
一
年
中
温
水
（
水
温
二
十
九
度
・
室

温
三
十
度
）
の
プ
ー
ル
で
す
。
プ
ー
ル

に
入
る
前
に
、
貴
金
属
（
ア
ク
セ
サ
リ

ー
・
メ
ガ
ネ
な
ど
）
化
粧
・
整
髪
料
を

落
と
し
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
し
っ
か
り

と
準
備
体
操
を
し
て
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
必
ず
か
ぶ
り
二

歳
以
上
（
オ
ム
ツ
が
完

全
に
取
れ
て
い
る
）
小

学
二
年
生
以
下
は
、
保

護
者
又
は
成
人
の
方
と

入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

基
礎
教
室
・
そ
の
他

定員 対象年齢 備考時間受講料教室名

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

1クール 受講料 定員 対象年齢 時間クラス名教室名
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図書館が閉まっている時は、ブックポストに
本だけを入れてください。

日 月 火 水 木 金 土

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

1

8

15

22

29

２ が つ

館内整理日

振替休館

蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検

蔵書点検蔵書点検 蔵書点検 蔵書点検

10：00～18：00（火・水・木・土・日）　10：00～19：00（金曜のみ）　開館時間

　　　は、休館日です。

粕屋町立図書館　☎939-4646問い合わせ

今月は図書館の特別整理期間の月となっています。この期間は、蔵書点検や館内の再整理などの

作業を行っています。そのためこの期間中、図書館での本やビデオなどの貸し出し、閲覧、所蔵調

査などはできません。なお、休館中の本の返却はブックポスト（正面玄関向かって左側）をご利用

ください。なお、ビデオやＣＤなどのＡＶ資料は破損の恐れがありますので、開館時に返却カウン

ターにお返しください。期間中、皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお

願いいたします。　※『としょかんカレンダー』を確認のうえ、ご来館ください。

　小説家としての才能は遺伝するのかしら!?

親子でもの書きの仕事をしている人って結構います。

親と子の作品を読み比べてみるのも面白いのではと

思い、無頼派作家として人気があり、命日の桜桃忌

には多くのファンが集まる太宰治と母親が違う二人

の娘、津島佑子と太田治子の作品をご紹介します。

No.44図書館だより図書館だより図書館だより

２月は特別整理期間（蔵書点検）の月です

２月17日（火）～２月26日（木）

親子で作家親子で作家親子で作家
火の山－山猿記／津島佑子／講談社

　母の生涯、母と娘の生活を回顧し
ながら、各一篇一篇の中では、過去
と現在を自在に往復し、読めば読む
ほど味わいが深まる作品です。

心映えの記／太田治子／埼玉福祉会
（大活字本）

　「太宰さあん」「静子さあん」夜
空に向かって大声をはり上げる万里
子に、はるか40年前に「太宰ちゃ
まあ」と叫んでいた自分の姿がオー
バーラップした。

空の上のお星さま／太田治子／清流出版

　太田治子の母親太田静子がモデ
ルといわれている。敗戦後、離婚
したかず子は元華族の母と没落の
途を、滅びるものなら、華麗に滅
びたいと進んでいく。

斜陽／太宰治／集英社文庫

　世の中の営みの不可解さに
絶えず戸惑いと恐怖を抱き、
生きる能力を喪失した主人公
の生涯。

☆おはなし会☆
　7日、14日（土）

　午前11時からおはなしのへや

　※21日、28日はおやすみです。

☆週末のミニシアター☆
　日時　2月14日（土）午後2時30分から

　場所　粕屋フォーラム 2階視聴覚室

　※入場整理券は配布しません。直接ご入場ください。

　　（午後2時15分開場）

人間失格／太宰治／岩波文庫

２月の　図書館のもよおし

　火の山を仰ぎ見つつ、光につつま
れ野を駆けた日々。２０××年、パ
リで見つかった日本語のノートには、

いったい何が託されていたのか。維新の前
夜から新しい世紀まで、夢と記憶が交錯す
る……。



み
ど
り
ご

16

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。

No.145

部
　
の
　
紹
　
介

◆
妙

松

会

西
日
本
書
美
術
展
に
挑
戦

　
多
彩
な
書
の
競
演
、
昨
年
十
一
月
に

公
募
展
、
十
二
月
に
代
表
作
家
・
委
嘱

作
家
・
推
薦
作
家
・
選
抜
作
家
の
部
の

美
術
展
が
福
岡
市
美
術
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
極
め
て
厳
し
い
狭
き
門
を
突
破
し
、

粕
屋
町
文
化
協
会
書
道
部
員
も
す
ば
ら

し
い
成
績
を
得
ま
し
た
。

◆
公
募
展

　
▽
特
選

　
　
　
宮
川
真
由
美
、
前
田
悦
子

　
　
　
竹
末
千
鶴
子
、
花
田
澄
子

　
▽
秀
逸

　
　
　
渡
辺
澄
子
、
山
口
登
貴
枝

　
　
　
鬼
塚
光
子
、
安
川
順
子

◆
推
薦
作
家
の
部

　
▽
奨
励
賞

　
　
　
宮
内
洋
子

◆
選
抜
作
家
の
部

　
▽
古
賀
市
長
賞

　
　
　
八
尋
須
恵
子

　
▽
佳
作

　
　
　
野
村
抖
志
、
松
浦
菜
穂

　
　
　
田
代
梅
乃

　
今
後
も
、
躍
動
的
な
練
度
の
高
い
作

品
を
目
標
に
、
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
入
賞
さ
れ
た
方
々
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
茶
道
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
大

切
に
、
室
礼
や
お
料
理
を
楽
し
む
も
の

で
す
。
今
年
は
茶
事
を
中
心
に
お
稽
古

し
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
利
休
居
士
の
お
言
葉
に
「
冬
は
暖
か

き
よ
う
に
　
夏
は
涼
し
き
よ
う
に
」
と

あ
り
ま
す
。
家
の
中
に
も
、
そ
し
て
他

人
様
に
も
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
も
っ

て
接
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。

　
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
第

二
・
第
四
木
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
二

階
の
和
室
を
覗
い
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
中
央
公
民
館

●
日
時
　
第
二
・
第
四
木
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

●
講
師
　
鈴
木
勝
代
　
土
屋
元
子

●
連
絡
先
　
都
甲
壱
子
（
☎
九
三
八
ー

　
〇
七
〇
〇
）

◆
宝

生

会

　
中
世
よ
り
六
百
年
余
り
、
時
代
の
盛

衰
の
中
で
、
磨
き
抜
か
れ
た
言
葉
の
終

わ
り
や
、
響
き
の
美
し
さ
、
そ
の
曲
の

流
れ
は
、
聞
く
人
を
幽
玄
の
世
界
に
引

き
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
寂
し
く
、
時
に
は
激
し
く
、
そ
し
て

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
力
強
く
。

　
そ
の
内
的
な
世
界
を
展
開
す
る
妙
味

に
も
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
生
徒
は
八
名
で
十
年
ほ
ど
続

け
て
い
ま
す
。
中
に
は
二
十
年
、
三
十

年
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
も
お
ら
れ
て
、
多

士
済
々
で
す
。
大
き
な
声
で
、
歯
切
れ

よ
く
、
力
強
く
、
が
練
習
の
基
本
方
針

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
中
央
公
民
館

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
六
時
〜
午
後
七
時

●
講
師
　
安
松
武
司

●
代
表
者
　
光
安
次
彦

●
連
絡
先
　(

☎
九
三
八
ー
二
二
〇
五)

〔
俳
句
〕

襟
立
て
て
小
走
り
に
行
く
冬
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
四
男
吉

船
頭
や
携
帯
片
手
に
浅
き
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

厨
房
の
ほ
の
と
酢
の
香
や
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

地
平
線
大
地
の
晩
秋
大
落
暉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
か
つ
代

老
い
て
な
ほ
母
の
お
せ
ち
の
恋
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
セ
ヨ
子

あ
ち
こ
ち
に
咳
の
重
な
る
十
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

衣
替
え
友
の
想
い
出
黄
八
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
ス
ミ
エ

嬰
児
の
真
白
き
産
着
冬
日
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

突
き
当
り
又
突
き
当
り
冬
の
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

枯
つ
た
の
色
よ
き
衣
野
の
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
因
　
　
俊
子

湯
の
街
の
外
輪
山
や
寒
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

ウ
イ
ン
ド
ー
に
立
ち
ど
ま
り
み
る
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
雄
蔵

連
れ
だ
っ
て
博
多
中
洲
へ
年
忘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

裏
庭
で
採
り
て
焚
き
あ
げ
零
余
子
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子
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春
め
き
て
強
き
意
志
見
す
山
椒
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
松
　
時
子

鬼
入
れ
て
撒
か
ぬ
豆
噛
む
ひ
と
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

い
さ
さ
か
な
伸
び
ゆ
く
芽
木
に
話
し
か

け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沓
脱
ヒ
サ
ヱ

独
り
居
の
母
の
待
つ
里
柚
子
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

久
女
碑
へ
黄
落
の
道
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺
　
　
玲
子

花
柊
日
陰
は
空
を
遠
く
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

冬
晴
や
二
階
の
屋
根
に
鷺
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

大
佛
の
曲
線
の
指
十
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

〔
川
柳
〕

　
　
「
揺
れ
る
」

一
枚
の
病
葉
ゆ
ら
す
蜘
蛛
の
糸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
ひ
で
子

コ
ス
モ
ス
が
揺
れ
る
嬉
し
い
こ
と
が
あ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
田
や
つ
で

病
状
を
気
遣
い
見
舞
い
揺
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

追
伸
の
誘
い
に
心
揺
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

転
職
の
不
安
に
揺
れ
る
心
電
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
有
邦

愛
憎
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
る
水
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
林

藤
夫

　
　
「
翔
ぶ
」

夢
は
翔
び
鹿
鳴
く
宿
に
脱
稿
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渕
上
　
帶
刀

明
治
維
新
翔
ん
で
龍
馬
は
星
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
鍋
　
　
子

翔
ん
で
い
る
女
性
の
姿
花
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

大
空
へ
鳩
追
い
立
て
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎

榮
市

少
し
陽
気
に
安
全
圏
に
翔
ぶ
熟
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
杢
ふ
さ
の

　
〔
短
歌
〕

師
走
な
り
北
風
し
み
る
老
ひ
の
身
も
感

謝
を
胸
に
年
越
さ
ん
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尋
　
文
雄

蕗
の
と
う
土
の
中
か
ら
顔
出
し
て
春
が

来
た
よ
と
花
舞
い
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書
で

作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先
（
電

話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希
望
月

の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か
直
接
窓

口
ま
で
。
お
ひ
と
り
一
点
の
応
募
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
ゆ
う
あ
い
三
つ
葉
」

を
訪
問
し
て

　
　
　
　
森
の
会
　
岩
田
詳
子

No.38

粕
屋
町
手
話
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
恭
子

　
昨
年
十
二
月
一
日
（
月
）
、
森
の

会
メ
ン
バ
ー
十
名
で
「
ゆ
う
あ
い
三

つ
葉
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
お
土
産

に
は
、
前
回
の
訪
問
の
折
り
頂
い
た

包
装
紙
を
使
っ
て
作
っ
た
大
き
な
犬

の
ペ
ア
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ

ー
の
袋
詰
め
と
、
箱
づ
く
り
に
分
か

れ
て
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
和
気
あ

い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら

時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
ぐ
ら
い
で

し
た
。

　
帰
り
も
み
ん
な
に
見
送
ら
れ
「
ま

た
す
ぐ
来
る
？
」
「
今
度
い
つ
来
る

の
？
」
な
ど
と
聞
か
れ
訪
問
す
る
方

達
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
機
会
が
あ
っ
た
ら
又
ぜ
ひ
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
社
協
主
催
で
手
話
入
門
講

座
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
講
師
は
粕

屋
地
区
ろ
う
協
の
方
々
で
、
粕
屋
町

か
ら
二
名
、
篠
栗
町
か
ら
二
名
来
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
粕

屋
町
手
話
の
会
の
会
員
七
名
が
交
替

で
助
手
、
補
佐
、
記
録
を
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
七
名
の
う
ち
三
名
は
小

学
校
や
中
学
校
職
場
な
ど
に
通
訳
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
残
り
の

四
名
は
今
回
が
初
め
て
の
経
験
で
す

が
、
前
も
っ
て
そ
の
日
の
担
当
の
講
師
と
内

容
や
進
め
方
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

最
善
を
尽
く
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
平
成

十
六
年
三
月
三
十
一
日

に
修
了
し
ま
す
が
、
手

話
は
使
わ
な
い
と
す
ぐ

に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
頑
張
っ
て
覚

え
た
手
話
を
無
駄
に
し

な
い
為
に
も
、
ぜ
ひ
手

話
の
会
に
入
っ
て
一
緒

に
活
動
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

「手話の会」の講座
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平
成
十
六
年
度

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
一
級
課
程

障
害
者(

児)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
研
修
受
講
生
募
集

●
受
講
対
象
者
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二

　
級
課
程
修
了
後
一
年
以
上
ホ
ー
ム
ヘ

　
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
し
た
方

●
受
講
費
用

・
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
の
み
受
講
の

　
方
は
十
三
万
円
〈
当
講
座
の
み
教
育

　
訓
練
給
付
制
度
適
用
〉(

テ
キ
ス
ト
・

　
副
読
本
代
と
し
て
別
途
一
万
円
必
要)

・
障
害
者(

児)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

　
講
座
も
併
せ
て
受
講
希
望
の
方
は
二

　
万
円
の
追
加
料
金
が
必
要

・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
課
程

　
（
指
定
申
請
中
）
を
ご
希
望
の
方
は

　
一
万
八
千
円
の
追
加
料
金
が
必
要

　
（
障
害
者(

児)

養
成
研
修
・
ガ
イ
ド

　
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
講
座
単
独
の
受

　
講
は
で
き
ま
せ
ん
）

●
募
集
定
員
　
八
十
名
（
福
岡
会
場
二

　
十
名
・
久
留
米
会
場
二
十
名
・
宗
像

　
会
場
四
十
名
）

【
研
修
内
容
】

●
日
数
・
時
間
・
研
修
場
所

　
▽
講
義
　
二
十
一
日
（
九
十
・
五
時

　
　
間
）

　
▽
実
技
　
十
四
日
（
七
十
二
時
間
）

　
▽
実
習
　
十
五
日
（
八
十
八
時
間
）

　
　
研
修
場
所
＝
講
義
・
実
技
は
福
岡

　
　
会
場
（
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

　
　
部
）
、
実
習
は
県
内
の
各
施
設
で

　
　
行
い
ま
す
。

※
講
義
に
は
、
特
別
講
義
「
高
齢
者
及

　
び
障
害
者
の
法
律
相
談
」
一
時
間
を

　
含
み
ま
す
。
実
技
に
は
、
特
別
実
技

　
「
心
肺
蘇
生
法
・
介
護
技
術
」
十
時

　
間
を
含
み
ま
す
。

●
研
修
開
始
　
五
月
七
日
（
金
）

●
申
し
込
み
期
限
　
二
月
二
十
九
日

　
（
日
）
当
日
消
印
有
効

●
受
講
者
決
定
通
知
　
三
月
中
旬
ま
で

　
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
郵

　
便
番
号
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　
百
四
十
円
切
手
を
同
封
し
て
左
記
宛

　
て
ま
で
申
込
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
〒
八
一
五
ー
八
五
〇
三
　
福
岡
市

　
南
区
大
楠
三
丁
目
一
ー
一
）
日
本
赤

　
十
字
社
福
岡
県
支
部
　
一
級
ホ
ー
ム

　
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
担
当
係

　(

☎
五
二
三
ー
一
一
七
一
〈
代
表
〉)

　(

☎
五
二
三
ー
一
六
三
二
〈
直
通
〉)

　
今
年
四
月
か
ら
留
守
家
庭
児
童
会
へ
入

会
を
希
望
さ
れ
る
児
童
を
次
の
と
お
り
募

集
い
た
し
ま
す
。
現
在
入
会
中
の
方
も
再

度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
募
集
対
象
　
保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ

　
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
一
年
生
か

　
ら
三
年
生

●
定
員
　
各
児
童
会
六
十
人

　
※
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
低
学

　
年
を
優
先
し
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

●
開
設
場
所
　
各
小
学
校
内
の
空
き
教
室

　
又
は
専
用
施
設

●
開
設
日
時
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
の
原
則
と
し
て
放
課
後
か
ら
午
後
五
時

　
ま
で
。
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
期

　
間
中
並
び
に
日
曜
日
の
出
校
に
よ
る
代

　
替
休
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

　
ま
で
。

　
　
た
だ
し
、
次
に
あ
げ
る
日
は
開
設
し

　
ま
せ
ん
。

　
①
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

　
　
二
十
三
年
法
律
第
一
七
八
号
）
に
規

　
　
定
す
る
休
日

　
②
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月

　
　
三
日
ま
で
の
日

　
③
八
月
十
三
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で

　
　
の
日

　
④
そ
の
他
、
町
が
指
定
す
る
日

●
負
担
金
　
児
童
一
人
当
た
り
月
額

　
三
、
０
０
０
円
（
お
や
つ
代
や
誕
生
会

　
・
お
楽
し
み
会
な
ど
の
行
事
費
用
に
充

　
て
ま
す
）

●
入
会
手
続
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
添
付

　
書
類
を
添
え
て
、
開
設
時
間
内
に
各
児

　
童
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会
　
二
月
十
六
日
（
月
）
に
各
小

　
学
校
で
開
催
予
定
の
「
新
一
年
生
入
学

　
説
明
会
」
終
了
後
に
、
児
童
会
入
会
に

　
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
二
月
十
七
日
（
火
）
か
ら

　
二
月
二
十
七
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
▽
大
川
小
児
童
会

　(

☎
〇
九
〇
ー
一
一
九
四
ー
六
六
三
九)

　
▽
仲
原
小
児
童
会

　(

☎
〇
九
〇
ー
一
一
九
五
ー
〇
四
〇
二)

　
▽
粕
屋
西
小
児
童
会

　(

☎
〇
九
〇
ー
一
九
七
七
ー
九
二
三
八)

　
▽
粕
屋
中
央
小
児
童
会

　(

☎
〇
九
〇
ー
一
九
七
七
ー
九
二
四
六)

　
▽
粕
屋
町
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課

　(

☎
九
三
八
ー
一
四
一
〇)
期間は2月17日(火)～2月27日(金)です
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肝
臓
セ
ミ
ナ
ー
教
室

　
　
　
参
加
者
募
集
！

　
肝
臓
は
「
物
言
わ
ぬ
臓
器
」
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
自
覚
症
状
が
初
期
に
は
出
に

く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
北
部

九
州
地
区
は
、
肝
臓
疾
患
に
な
っ
た
り
、

肝
臓
病
で
死
亡
す
る
方
が
多
い
と
い
う

統
計
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
病
に
関
し
て

正
し
く
理
解
し
、
今
後
の
日
常
生
活
を

少
し
見
つ
め
直
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の

教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
肝
臓
病
に
つ
い
て
、
関
心
・
興
味
が

あ
る
方
は
教
室
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
申
し
込
み

　
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
　
三
月
九
日
（
火
）

●
受
付
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後

　
二
時
ま
で

●
講
演
　
午
後
二
時
か
ら
午
後
三
時
頃

●
講
師
　
九
大
病
院
総
合
診
療
部
医
師

●
対
象
者

①
町
ま
た
は
会
社
な
ど
の
検
診
結
果
、

　
肝
臓
機
能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

　
γ
｜
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
値
が
高
い
方
。

　
（
参
考
‥
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
四
十
以

　
上
、
γ
｜
Ｇ
Ｔ
Ｐ
六
十
以
上
）

※
平
成
十
五
年
度
の
町
検
診
の
結
果
で
、

　
肝
臓
機
能
検
査
値
が
高
め
の
方
は
、

　
ハ
ガ
キ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
多
量
に
摂
取
す
る

　
方
。
（
例
え
ば
、
毎
日
一
合
以
上
の

　
飲
酒
習
慣
の
あ
る
方
な
ど
）

③
肝
臓
病
に
関
心
が
あ
る
方

●
申
し
込
み
方
法
　
電
話
申
し
込
み

※
電
話
の
際
、
氏
名
・
年
齢
を
お
聞
き

　
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先
　
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ

　
ー
（
☎
九
三
八
ー
二
三
一
一
・
内
線

　
五
二
四
）

●
申
し
込
み
期
限
　
二
月
二
十
七
日

　
（
金
）
ま
で

☆
一
度
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」

「
ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」

開
催

☆
春
季
企
画

　アジア太平洋の国と地域からこどもたちを招き、彼ら

が福岡の人々とのふれあいを通し、地球の平和について

考える「アジア太平洋こども会議・イン福岡」も今年で

16回目を迎えます。

　この事業は、将来を担うこどもたちが人と人、心と心

のふれあいを通して言葉や文化・国境を越えて“平和の

かけ橋”となるための体験型国際交流です。

　この交流をできるだけ多くの方々に経験して頂きたく、

こどもたちを温かく迎えてくださる方のご応募をお待ち

しております。

　今年の夏休みに家族ぐるみで素晴らしい体験をしてみ

ませんか？

●ホームステイ期間

　7月19日(月)～7月28日(水) (予定)

●募集期限　2月20日(金)

●募集家庭　7家庭（こども大使　男3人・女3人、

　　　　　　引率者1人）

●応募条件　行事への参加ができる家庭

●申し込み・問い合わせ　粕屋町社会教育課

　　　　　（☎938－1410中央公民館内）へ

　
平
安
時
代
に
起
源
を
持
ち
、
江
戸
時

代
に
一
般
定
着
し
た
ひ
な
ま
つ
り
。
そ

の
歴
史
的
背
景
や
各
地
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
ひ
な
ま
つ
り
を
紹
介
し
、
展
示
室

内
に
多
数
の
ひ
な
か
ざ
り
を
展
示
し
ま

す
。

　
ま
た
、
折
り
紙
や
和
紙
を
使
い
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
「
ひ
な
人

形
づ
く
り
教
室
」
を
同
時
に
開
催
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
春
季
企
画
「
粕
屋
ひ
な
ま
つ
り
展
」

●
期
間
　
二
月
二
十
七
日
（
金
）
か
ら

　
三
月
二
十
一
日
（
日
）
ま
で

●
時
間
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま

　
で
（
な
お
、
三
月
一
日
・
八
日
・
十

　
五
日
は
休
館
日
で
す
。
）

●
場
所
　
粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館
展
示

　
室「

ひ
な
人
形
づ
く
り
教
室
」
参
加
者

　
募
集

●
日
時
　
二
月
二
十
八
日
（
土
）

●
教
室
の
内
容
と
時
間

▽
子
ど
も
の
部
（
五
歳
か
ら
小
学
生
ま

　
で
）

　
　
折
り
紙
な
ど
を
使
っ
た
「
し
だ
れ
び

　
　
な
」
づ
く
り

　
　
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

▽
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　
　
色
紙
を
使
っ
た
「
和
紙
ひ
な
か
ざ

　
　
り
」
づ
く
り

　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時

　
　
三
十
分
ま
で

●
場
所
　
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
階
　
視

　
聴
覚
室

●
募
集
定
員
　
い
ず
れ
も
参
加
料
は
無

　
料
で
各
教
室
三
十
名
で
す
。
（
小
学

　
校
低
学
年
以
下
の
参
加
者
に
つ
き
ま

　
し
て
は
保
護
者
同
伴
）

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
・
申
し
込
み
方
法
　
二
月

　
三
日
（
火
）
か
ら
二
月
二
十
七
日

　
（
金
）
ま
で
粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館

　
事
務
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　(

電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。)

●
問
い
合
わ
せ
　
粕
屋
町
立
歴
史
資
料

　
館
（
☎
九
三
九
ー
二
九
八
四
）



各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
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平
成
十
四
年
四
月
か
ら
、
精
神
障
害

者
の
地
域
生
活
支
援
が
市
町
村
の
役
割

に
な
り
ま
し
た
。
粕
屋
町
で
は
、
障
害

者
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制
度
を
開
始
し

て
い
ま
す
が
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
、
な
か
な
か
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生

活
実
態
に
あ
っ
た
生
活
支
援
が
で
き
に

く
い
と
い
う
実
態
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
精
神
障
害
は
特
別
な
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
に
か
と
ス
ト
レ
ス
の
多
い

現
代
社
会
で
は
、
い
つ
、
誰
が
病
気
に

か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
の

方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
る

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
精
神
障

害
に
対
し
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
地
域

全
体
で
障
害
者
の
支
援
が
で
き
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
精
神
障
害
者
の
方
に
対
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
下
記
の
様

に
計
画
し
ま
し
た
。
「
す
ぐ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
よ
う
」
と
い
う
方
だ
け
で

な
く
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
少
し
で
も

知
り
た
い
と
思
わ
れ
る
方
で
も
結
構
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
養
成
研
修
の
第
一
回
目
の
「
人

権
学
習
」
は
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
と

一
部
合
同
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
方
の

講
座
の
同
時
受
講
も
可
能
で
す
。

●
研
修
日
時
と
内
容

▽
第
一
回
「
人
権
学
習
」

　
　
三
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
〜
午

　
　
後
三
時

▽
第
二
回
「
精
神
障
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
」

　
　
三
月
八
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十

　
　
分
〜
午
後
三
時

▽
第
三
回
「
施
設
見
学
」
ス
テ
ッ
プ
ア

　
　
ッ
プ
共
同
作
業
所

　
　
三
月
十
五
日
（
月
）
午
後
一
時
〜

　
　
午
後
三
時

▽
第
四
回
「
精
神
障
害
施
策
と
福
祉
サ

　
　
ー
ビ
ス
」

　
　
三
月
十
七
日
（
水
）
午
後
一
時
三

　
　
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分

●
場
所
　
第
一
回
目
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
第
二
回
〜
四
回
は
健
康
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
先
　
粕
屋
町
役
場
健
康
課

　
（
☎
九
三
八
ー
二
三
一
一
・
内
線
五

　
二
五
）

●
申
し
込
み
期
限
　
二
月
二
十
日(

金)
お 知 ら せ

コ ー ナ ー

平
成
十
六
年
度

福
岡
県
農
業
大
学
校

　
　
　
　
研
修
生
募
集

●
募
集
定
員
と
研
修
内
容
（
年
間
二
十

　
人
以
内
）

　
▽
野
菜
コ
ー
ス
（
施
設
の
イ
チ
ゴ
、

　
　
ト
マ
ト
、
ナ
ス
）

　
▽
花
き
コ
ー
ス
（
施
設
の
キ
ク
｜
切

　
　
花
｜
、
花
壇
苗
）

●
研
修
期
間
（
六
月
以
上
、
一
年
以
内
、

　
原
則
年
度
を
越
え
な
い
）

　
受
講
開
始
は
年
二
回(

四
月
、
九
月)

●
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
▽
申
込
書
受
付
　
二
月
二
十
七
日

　
　
（
金
）
ま
で

　
▽
面
接
日
　
三
月
八
日
（
月
）

　
▽
受
講
の
決
定
　
三
月
十
日
（
水
）

●
対
象
者
　
県
内
で
新
規
就
農
を
志
す

　
者
（
農
業
法
人
に
就
職
も
含
む
）

　
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業
者
。
品
目

　
転
換
を
志
す
農
業
者

●
応
募
方
法
　
所
定
の
技
術
習
得
研
修

　
申
込
書
に
就
農
計
画
、
営
農
計
画
の

　
い
ず
れ
か
と
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、

　
福
岡
県
農
業
大
学
校
に
提
出
。

※
詳
細
は
も
よ
り
の
農
業
改
良
普
及
セ

　
ン
タ
ー
か
農
業
大
学
校
（
☎
九
二
五

　
ー
二
四
〇
三
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
　

「
ぷ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
会
」

の
ご
案
内

日時 内容 講師

3/1（月）
13：30～
　15：30

3/11（木）
13：30～
　15：30

講話『みんなみんな違ってステキ』
　　　☆個性ってステキ
　　　☆保育の基本は？
　　　☆子どもの発達を支えるのは？
実技　★親子で楽しく簡単遊び
　　　★成長に合わせた工夫遊び

幼児教育専門家

熊丸みつ子先生

講話『食事って楽しいな』
　　　☆食事の基本って何？
　　　☆子どもの成長を助けるものは？
　　　☆親子で楽しめる食卓は？
試食　★簡単栄養おやつ

粕屋保健福祉環境
事務所管理栄養士

　　陣内由美

　
日
々
成
長
し
て
い
る
お
子
さ
ん
を
目

の
前
に
、
忙
し
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
で
は
、
少
し
早
め
に
出
産
さ
れ
た
お

子
さ
ん
を
対
象
に
『
ぷ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル

の
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
の
話

や
遊
び
方
の
実
技
、
ま
た
み
ん
な
で
楽

し
く
座
談
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
の
成
長
や
発
達
な
ど
に
不
安
を
感
じ

ら
れ
て
い
る
方
、
一
人
で
悩
ん
で
い
る

方
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
参
加
対
象
者
　
平
成
十
四
年
〜
十
五

　
年
に
出
生
さ
れ
た
お
子
さ
ん
で
左
記

　
に
該
当
す
る
方

　
★
出
生
体
重
が
二
千
グ
ラ
ム
未
満
の

　
　
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

●
主
催
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
環
境

　
　
　
　
事
務
所

●
会
場
　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
環
境

　
事
務
所
　
大
会
議
室
ま
た
は
デ
イ
ケ

　
ア
室

●
申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
☆
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月
日
（
年

　
齢
）
・
性
別
・
保
護
者
の
名
前
・
郵

　
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加

　
人
数
《
母
一
人
、
子
二
人
な
ど
》
を

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
締
切
　
二
月
二
十
三
日

　
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
高
齢
者
・
児
童
家
庭
係
　
母
子
保
健

　
担
当
（
戸
原
二
三
五
番
地
の
七
）

　
（
☎
九
三
九
ー
一
五
九
二

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
九
三
九
ー
一
一
八
六
）

〈受付時間　13：10～13：20〉
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消
防
職
員
の
主
張
！

第
二
十
五
回
消
防
職
員

意
見
発
表
会
を
開
催

　
日
夜
住
民
を
災
害
か
ら
守
っ
て
い
る

消
防
職
員
、
消
防
団
員
が
災
害
現
場
で

体
験
し
た
こ
と
、
消
防
と
地
域
社
会
と

の
関
わ
り
、
消
防
の
将
来
像
な
ど
、

「
消
防
防
災
に
関
す
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
命
が
け
で
活
動
を
し
て
い
る
フ
ァ
イ

ヤ
ー
マ
ン
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を

知
る
た
め
に
も
、
一
度
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
三
月
十
四
日
（
日
）
午
前
九

　
時
三
十
分
か
ら

●
会
場
　
志
免
町
立
町
民
セ
ン
タ
ー

●
発
表
者
　
消
防
職
員
六
名
、
消
防
団

　
員
二
名

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
志
免
東
中
学
校

　
吹
奏
楽
部
演
奏

◎
入
場
は
無
料
で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆

　
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

　
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
粕
屋
南
部
消
防
本
部

　
総
務
課
（
☎
九
三
五
ー
五
一
一
一
）

障
害
者
に
対
す
る
携
帯

電
話
基
本
使
用
料
な
ど

の
割
引
に
つ
い
て

●日時　2月18日（水）

　▽受付時間

　　午前の部＝午前10時～正午　　

　　午後の部＝午後1時～

　　　　　　　午後3時30分

●場所　粕屋町中央公民館

※輸血の安全のため、400㎖献血に

　ご協力ください。

　【400㎖採血基準】

　　・18歳以上

　　・体重50kg以上（男女共）

献血にご協力ください！献血にご協力ください！献血にご協力ください！

☆ライオンズクラブより
　プレゼントを準備いたしております

　少子高齢化社会を迎え、また景気の低迷などにより、献血にご協力し

ていただける方の数が残念ながら年々減少しています。

　輸血を必要とする患者さんに安定して血液をお届けするためにも、一

人でも多くの方のご協力が必要となっています。

　今回、下記日程で献血を実施いたしますので、皆様のあたたかいご協

力をよろしくお願いいたします。

●現在治療中の方

●3日以内に抜歯・歯石除去をされた方

●今までに輸血や臓器の移植を受けたことがある方

●現在妊娠中、授乳中または6か月以内に出産・流

　産をされた方

●Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルスのキャリアといわれたこと

　がある方

●1年以内に使用後の注射針を誤って自分に刺した方

●エイズ検査が目的の方

【変更事項】

●高血圧・高脂血症・花粉症などの薬を服用されてい

　ても献血可能となりました。

　献血の可否が不明の方は、福岡県赤十字血液センタ

　ーへお問い合わせください（☎921－1400）

●海外出張および旅行帰国後3週間は献血ができません。

※その他、医師が総合的に判断し献血をご遠慮いた

　だく場合があります。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会

社
、
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
株
式
会
社
及
び
ツ

ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ
三
社
（
株
式
会
社
ツ

ー
カ
ー
セ
ル
ラ
ー
東
京
、
株
式
会
社
ツ

ー
カ
ー
ホ
ン
関
西
、
株
式
会
社
ツ
ー
カ

ー
セ
ル
ラ
ー
東
海
）
が
障
害
者
に
対
す

る
携
帯
電
話
基
本
使
用
料
・
通
話
料
な

ど
の
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

　
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
。
申
し
込
み
時
に
は
手
帳
原
本
の

　
提
示
が
必
要
で
す
。

※
障
害
の
種
類
、
程
度
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
一
人
に
つ
き
全
国
で
一
回
線
（
一
契

　
約
）
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
割
引
内
容
　
基
本
使
用
料
、
通
話
料
、

　
メ
ー
ル
受
信
料
な
ど
各
社
に
よ
っ
て

　
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
…
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
受

　
付
窓
口
（
支
店
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ

　
な
ど
）

・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
…
ａ
ｕ
お
客
様

　
セ
ン
タ
ー
　
ａ
ｕ
電
話
か
ら
局
番
な

　
し
「
一
五
七
」(

無
料)

／
一
般
電
話

　
か
ら
「
☎
〇
〇
七
七
ー
七
ー
一
一
一
」

　(

無
料)

・
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
株
式
会
社
…
ボ
ー
ダ

　
フ
ォ
ン
シ
ョ
ッ
プ
及
び
ボ
ー
ダ
フ
ォ

　
ン
取
扱
店

・
ツ
ー
カ
ー
グ
ル
ー
プ
…
各
ツ
ー
カ
ー

　
セ
ル
ラ
ー
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

●問い合わせ　若杉福岡ライオンズクラブ

　　　　　　　（☎938－7784　FAX 939－1338）

輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項
に該当する場合は献血をご遠慮いただくことが
あります。
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弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談（
夜
間
）

厚
生
労
働
省

｜
創
業
支
援
制
度
に
つ
い
て

ハンセン病について
正しく理解しましょう

～ハンセン病に対する正しい理解が
　　　　　　偏見や差別をなくす第一歩です～

福岡法務局・福岡県人権擁護委員連合会

○遺伝病ではありません。

○感染力の極めて弱い細菌による病気です。飲食や入浴な

どの日常生活を通じて感染するものではなく、旅館業法

第5条第1号及び公衆浴場法第4条にいう「伝染性の疾病

」には該当しません。

○すぐれた治療薬が開発されており、数日から1週間ほど

の外来治療で完治します。

○回復した方に接触しても感染することはありません。

○早期に治療すれば身体に障害が残ることはありません。

身体の変化は後遺症にすぎません。

○療養所に入所しているほとんどの入所者がハンセン病自

体は治癒しているにもかかわらず、ハンセン病に対する

偏見や差別が地域社会への復帰を困難にしています。

　
厚
生
労
働
省
で
は
創
業
を
支
援
す
る

制
度
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す
る
事
業

を
行
う
法
人
を
設
立
し
、
非
自
発
的
離

職
者
（
六
十
五
歳
未
満
）
を
三
人
以
上

常
用
雇
用
し
た
場
合
に
、
新
規
創
業
に

係
る
経
費
及
び
労
働
者
の
雇
入
れ
に
つ

い
て
支
援
す
る
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特

別
奨
励
金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨

励
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
五
年

九
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
支
給
要
件

の
一
部
を
緩
和
し
て
お
り
ま
す
。

■
見
直
し
前

　
・
六
十
五
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職

　
　
者
を
三
人
以
上
雇
入
れ

　
・
雇
入
れ
た
常
用
労
働
者
一
人
当
た

　
　
り
三
十
万
円

■
見
直
し
後

　
・
六
十
五
歳
未
満
の
非
自
発
的
離
職

　
　
者
を
常
用
労
働
者
ま
た
は
短
時
間

　
　
労
働
者
と
し
て
三
人
以
上
（
う
ち

　
　
一
人
以
上
は
常
用
労
働
者
）
雇
入

　
　
れ

　
・
雇
入
れ
た
常
用
労
働
者
一
人
当
た

　
　
り
三
十
万
円
、
短
時
間
労
働
者
一

　
　
人
当
た
り
十
五
万
円

　
ま
た
、
そ
の
他
の
創
業
支
援
と
し
て
、

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者
自
ら
が
創
業

し
、
創
業
後
一
年
以
内
に
雇
用
保
険
の

適
用
事
業
主
と
な
っ
た
場
合
に
創
業
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
受
給

資
格
者
創
業
支
援
助
成
金
、
四
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
な
ど
三
人
以
上
が
共
同

し
て
事
業
を
開
始
（
法
人
設
立
）
し
、

高
年
齢
者
な
ど
を
雇
入
れ
て
継
続
的
な

雇
用
・
就
業
機
会
を
創
出
し
た
場
合
に

事
業
の
開
始
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機
会

創
出
助
成
金
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他
必
要
な
要
件
な
ど
、
詳
し
く

は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
創

業
支
援
制
度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
局
職
業
安

　
定
部
職
業
対
策
雇
用
開
発
係
（
☎
四

　
三
四
ー
九
八
〇
六
）

　
昨
年
の
十
二
月
二
十
五
日(

木)

に
西
日
本
環
境
整
備(

株)

代
表
取

締
役
　
上
岡
美
代
子
さ
ん
か
ら
、

一
昨
年
に
引
き
続
い
て
町
に
対
し

て
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
福
祉
の

向
上
や
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
の
御
礼

児
童
手
当
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

　
今
月
は
、
児
童
手
当
の
二
月
期
（
十

月
分
〜
一
月
分
）
の
定
時
支
給
月
で
す
。

二
月
十
日
に
受
給
者
の
口
座
へ
振
り
込

み
支
給
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
申
請
は

　
　
　
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　
児
童
手
当
は
、
請
求
書
が
提
出
さ
れ

た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
申
請
が
遅
れ
た
場
合
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
児

童
手
当
関
係
の
変
更
（
住
所
・
口
座
番

号
・
出
生
・
別
居
な
ど
）
ま
た
、
特
例

給
付
の
受
給
者
の
方
が
被
用
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
（
会
社
を
退
職
し
て
厚
生

年
金
の
資
格
が
一
日
で
も
な
く
な
っ
た

場
合
な
ど
）
は
、
す
べ
て
届
け
出
が
必

要
で
す
の
で
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
が
知
り
た
い
方
は
、
粕

屋
町
役
場
年
金
係
児
童
手
当
担
当
（
☎

九
三
八
ー
二
三
一
一
・
内
線
四
四
四
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

毎
月
二
回
、
平
日
夜
間
に
母
子
家
庭
及

び
寡
婦
並
び
に
父
子
家
庭
の
た
め
の
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
相
談
日
日
程
　
二
月
十
日
（
火
）
・

　
二
月
二
十
四
日
（
火
）
・
三
月
九
日

　
（
火
）
・
三
月
二
十
三
日
（
火
）
　

　
▽
時
間
　
午
後
六
時
三
十
分
〜
午
後

　
　
　
　
　
八
時
三
十
分

●
場
所
　
（
春
日
市
原
町
三
丁
目
一
番

　
七
号
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
六
階
）

　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
母
子
寡
婦

　
福
祉
連
合
会
事
務
所
内

◎
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
ま
で
に

　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予

　
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
☎
五
八
四

　
ー
三
九
二
二
）
（
先
着
受
付
順
）

※
相
談
時
間
は
ひ
と
り
三
十
分
程
度
と

　
し
ま
す
。
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御

　

礼

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
左
の
か
た
が
た
よ
り
、香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　
紙
面
を
か
り
ま
し
て
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
御
寄
付
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、十
分
尊
重
し
て
、有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

花

ヶ

浦

杉
本
　
勝
徳

杉
本
ツ
ヤ
子

72

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

阿

　

恵

池
田
　
俊
治

池
田
　
敏
雄

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

阿
恵
区

阿
恵
区
老
人
ク
ラ
ブ

上

大

隈

藤
本
　
カ
ネ

藤
本
善
四
郎

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上

大

隈

藤
田
　
峰
子

藤
田
　
　
豊

51

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒

　

殿

案
浦
　
正
和

案
浦
　
　
覺

81

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

新

宮

町

永
田
　
信
子

永
田
　
吉
信

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上

大

隈

藤
本
　
静
子

藤
本
　
一
郎

75

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花

ヶ

浦

水
上
　
順
子

水
上
　
英
子

71

花
ヶ
浦
長
寿
会

町の人口

人　口　

36,980

36,122

35,526

15年

14年

13年

男

18,453

18,028

17,777

女

18,527

18,094

17,749

世帯数

14,086

13,567

13,190

12月末現在

15　年

前年比

488件

＋24件

1人

ー2人

593人

＋36人

11月末現在町内の交通事故発生状況

発生
発　生
件　数 死　者 傷　者

区分2月の税金
固定資産税
国民健康保険税

第４期
第10期

納め忘れていませんか

町・県民税　　　第4期

国民健康保険税　第9期
１月の
税　金

　
広
報
か
す
や
（
一
月
号
）
に
掲
載
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

よ
う
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
■
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
小
学
四
年
生
男
子

　
　
　
四
位
＝
藤
田
篤
、
五
位
＝
古
賀
颯
真
、
六
位
＝
篠
崎
大
輔

〈３月１日～７日〉

サイレンが鳴りますが
火事ではありません

3月1日（月）から7日（日）
までの朝 7時と夜 9時

▼

春の全国
火災予防
運動

〈お詫びと訂正〉

粕
屋
町
下
水
道
事
業

排
水
設
備
指
定
工
事
店

指
定
申
請
の
お
知
ら
せ

　
平
成
十
六
年
度
の
粕
屋
町
下
水
道
事

業
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間
（
申
請
書
配
布
）
　
三
月

　
一
日
（
月
）
か
ら
三
月
十
一
日（
木
）

　
ま
で

●
受
付
場
所
　
粕
屋
町
役
場
下
水
道
課

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

　
で

●
受
付
方
法
　
申
請
書
持
参
（
郵
送
で

　
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て

は
粕
屋
町
役
場
下
水
道
課
（
☎
九
三
八

ー
二
三
一
一
　
内
線
四
三
二
・
四
三
三
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

下
水
道
供
用
開
始
区
域
内

の
み
な
さ
ま
へ

水
洗
化
改
造
工
事
で
、

　
　
　
　
　
快
適
な
住
環
境
に
！

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
下
水
を
終
末

処
理
場
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
を
『
処
理
区
域
』
と
い
い
ま
す
。
処

理
区
域
の
建
物
所
有
者
は
、
告
示
さ
れ

た
下
水
道
の
供
用
開
始
の
日
か
ら
「
三

年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所

に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
下

水
道
法
第
十
一
条
の
三
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
公
共
下
水
道
の
普
及
を

図
る
た
め
、
水
洗
便
所
等
改
造
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
供
用
開
始
後
三
年
以
内
に

く
み
取
り
便
所
等
を
水
洗
便
所
に
改
造

さ
れ
る
方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
改
造
工
事
を
施
工
で
き
る
の
は
粕
屋

町
指
定
工
事
店
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
維
持
管
理
な
ど
考
慮
し
て
工
事
店

を
選
定
さ
れ
て
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
や
詳
細
に
つ
い
て

は
粕
屋
町
役
場
下
水
道
課
（
☎
九
三
八

ー
二
三
一
一
　
内
線
四
三
二
・
四
三
三
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



２月の行事予定表

３月上旬の行事予定表

２月の行事予定表
行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

３月上旬の行事予定表
行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

24

健康相談
親子オープンルーム
健康相談
園開放
行政相談
心配ごと・特設人権相談
ツベルクリン反応検査
子育て支援
パパとママのたまご学級（第1回）
子育て広場ぽかぽか
ＢＣＧ接種
健康相談
健康相談
子育て広場ぽかぽか
4か月児健診
健康相談
パパとママのたまご学級（第2回）
親子オープンルーム
健康相談
心配ごと相談
10か月児健診
子育て支援
子育て広場
子育て広場ぽかぽか
パパとママのたまご学級（第3回）
園開放
3歳児健診
健康相談
親子オープンルーム
健康相談
健康手帳交付
子育て支援
1歳6か月児健診
わんちゃん広場（12か月児相談）
赤ちゃん相談

役場玄関ホール
健康センター
福祉センター
中 央 保 育 園
福祉センター
福祉センター
健康センター
粕屋わかば保育園
健康センター
福祉センター
健康センター
役場玄関ホール
福祉センター
福祉センター
健康センター
役場玄関ホール
健康センター
健康センター
福祉センター
福祉センター
健康センター
粕屋わかば保育園
仲 原 保 育 園
福祉センター
健康センター
大 川 保 育 園
健康センター
役場玄関ホール
健康センター
福祉センター
健康センター
粕屋わかば保育園
健康センター
健康センター
健康センター

乳幼児

弁護士は午前中のみ

室内遊び・戸外遊び

乳幼児
3日にツベルクリンを受けた人

乳幼児
平成15年10月生まれの人

乳幼児

弁護士は午前中のみ
平成15年4月生まれの人
室内遊び・戸外遊び

乳幼児
8～9か月の妊婦（4月出産予定者）

平成13年2月生まれの人

乳幼児

対象者の方には通知いたします
室内遊び・戸外遊び
平成14年8月生まれの人
平成15年2月生まれ
1歳未満の希望者（電話で予約してください）

9：00～12：00
10:00～12:00
13:30～16:00
10：00～11：00
10：00～12：00
10：00～15：00
13：00～13：50
10：00～12：00
13：15～
10：00～15：00
13：00～13：50
9:00～12：00

13:30～16:00
10：00～15：00
13：00～13：50
9:00～12：00

10：00～
10：00～12：00
13:30～16:00
10：00～15：00
13：00～13：50
10：00～12：00
10：00～11：00
10：00～15：00
13：15～
10：00～11：00
13：00～13：50
9：00～12：00

10：00～12：00
13:30～16:00
10：00
10：00～12：00
13：00～13：50
13：00～13：20
13：30～14：45

平成16年2月1日発行　編集・発行/粕屋町役場総務課広報広聴係　福岡県糟屋郡粕屋町大字仲原5☎092-938-2311　印刷/（有）メイタク印刷

※三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎・二種混合予防接種は、町内指定医療機関で接種できます。
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18　㈬

19　㈭

20　㈮

26　㈭

4　㈭

8　㈪

11　㈭

15　㈪

16　㈫

18　㈭

1　㈪

2　㈫

3　㈬

10　㈬

17　㈬

健康相談
親子オープンルーム
健康相談
行政相談
心配ごと相談
ツベルクリン反応検査
園庭開放
園開放
パパとママのたまご学級（第1回）
子育て広場ぽかぽか
ＢＣＧ接種
健康相談
健康相談
子育て支援
子育て広場ぽかぽか
4か月児健診
健康相談
親子オープンルーム
パパとママのたまご学級（第2回）
健康相談
心配ごと相談
10か月児健診
子育て支援
子育て広場ぽかぽか
パパとママのたまご学級（第3回）

役場玄関ホール
健康センター
福祉センター
福祉センター
福祉センター
健康センター
西 保 育 園
中 央 保 育 園
健康センター
健康センター
健康センター
役場玄関ホール
福祉センター
粕屋わかば保育園
健康センター
健康センター
役場玄関ホール
健康センター
健康センター
福祉センター
福祉センター
健康センター
粕屋わかば保育園
健康センター
健康センター

乳幼児

弁護士は午前中のみ、今月は人権相談はありません

乳幼児
2日にツベルクリンを受けた人

乳幼児
平成15年11月生まれの人

乳幼児

弁護士は午前中のみ、今月は人権相談はありません
平成15年5月生まれの人

乳幼児
8～9か月の妊婦（5月出産予定者）

9：00～12：00
10:00～12:00
13:30～16:00
10：00～12：00
10：00～15：00
13：00～13：50
10：00～11：00
10：00～11：00
13：15～
10：00～15：00
13：00～13：50
9：00～12：00

13:30～16:00
10：00～12：00
10：00～15：00
13：00～13：50
9：00～12：00

10:00～12:00
10：00～
13:30～16:00
10：00～15：00
13：00～13：50
10：00～12：00
10：00～15：00
13：15～


